Questions concerning Wangchuan-ji 「【Wang】川集」 (I) ... the Reasons why Pei Di 裴迪\u27s Poems, Written with the Same Topics of Wang Wei 王維\u27s Landscape Poetry, are Crude and Naive ... by 内田 誠一
一
、
序
王
維
が
裴
と
と
も
に
、
川
の
景
を
詠
じ
た
「
川
集
」
。
こ
の
「
川
集
」
を
、
王
維
の
他
の
韻
文
作
品
か
ら
際
立
た
せ
て
い
る
以
は
、
二
十
首
作
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
二
十
首
そ
れ
ぞ
れ
に
裴
同
詠
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
川
の
地
で
詩
畫
の
創
作
と
信
仰
に
ん
だ
王
維
に
と
っ
て
、
こ
の
作
品
は
特
別
な
感
	が

め
ら
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
一
方
裴
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
川
集
」
に
よ
っ
て
己
が
詩
名
を
文
學
史
に
留
め
て
い
る
わ
け
で
、
彼
に
と
っ
て
も
ま
た
格
別
の
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
裴
同
詠
を
讀
し
て
感
ず
る
こ
と
は
、
王
維
詩
の
倣
に
始
し
て
い
る
作
品
が
極
め
て
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
一
の
「
詩
語
」
を
多
用
し
た
り
、
同
一
乃
至
は
似
の
事
柄
を
詠
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
倣
に
墮
し
た
稚
拙
と
も
言
え
る
裴
の
詩
を
、
な
ぜ
王
維
は
自
ら
の
詩
と
組
み
合
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
今
ま
で
や
や
等
閑
さ
れ
て
き
た
感
の
あ
る
裴
同
詠
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
二
、
裴
同
詠
に
お
け
る
王
維
詩
の
倣
ま
ず
、
裴
同
詠
が
王
維
の
詩
を
ど
の
よ
う
に
倣
し
て
い
る
の
か
、
確
し
て
お
き
た
い
。
以
下
、
裴
同
詠
の
王
詩
倣
例
を
體
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
・
・
の
・
承
・
轉
・
結
は
そ
の
詩
句
の
在
を
示
す
。
（
１
）
同
一
の
詩
語
を
用
い
る
例
「
宮
槐
陌
」
王
維
：
仄
徑
蔭
宮
槐
、
、
・
・
裴
：
門
宮
槐 
陌
・
・
「
川
集
」
に
關
す
る
二
三
の
問
題
（
上
）
裴
同
詠
は
な
ぜ
稚
拙
か

田

一
「
臨
湖
亭
」
王
維
：
當
軒 
對
樽
酒
・轉
・
裴
：
當
軒 
彌
滉
漾
・
・
「
南
」
王
維
：
北



・承
・
裴
：
	波
殊
漫
・結
・
「
宮
槐
陌
」
で
、
王
維
が
「
仄
徑
宮
槐 
に
蔭 お
ほ
は
る
」
と
詠
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裴
は
句
に
詩
題
の
「
宮
槐
陌
」
を
詠
み
こ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
「
臨
湖
亭
」
で
は
王
詩
の
「
當
軒
（
軒
に
當
た
る
窓
の
方
を
向
く
）」
を
、
裴
が
そ
の
ま
ま
用
い
て
お
り
、「
南
」
で
は
王
維
が
「
」
と
詠
う
と
、
す
か
さ
ず
「
漫
」
と
詠
っ
て
い
る
。
裴
同
詠
に
は
、
別
の
景

を
詠
っ
た
王
詩
の
詩
語
を
用
い
る
例
も
あ
る
。王
維
：
吹
簫
凌
極
浦 
（「
欹
湖
」
・
・）
裴
：
聲
喧
極
浦 
（「
欒
家
」
・
・）
「
極
浦
」
は
『
楚
辭
』「
九
歌
・
湘
君
」
に
「

陽
兮
極
浦
、
大
江
兮
揚
靈
（
陽
の
極
浦
を
め
ば
、
大
江
に
た
は
り
て
靈
を
揚 かが
やか
す
）」
と
見
え
る
。
こ
の
き
み
ぎ
わ
を
表
す
詩
語
「
極
浦
」
は
王
維
が
好
ん
で
用
い
る
詩
語
で
あ
る
。
に
王
詩
に
お
け
る
用
例
を
げ
る
。
坎
坎
鼓
、
魚
山
之
下
。
吹
洞
簫
、
極
浦 
。
（「
魚
山
女
祠
歌

曲
」）
幾

兮
極
浦 
、
徘
徊
兮
暉
。
（「
雙
鵠
歌
別
」）
惆
悵
極
浦 
外
、
迢
遞
孤
出
。
（「
和
使
君
五
西
樓

思
歸
」）
高
眺
日
、
極
浦 
映
山
。
（「
登
河
北
樓
作
」）
日
ご
ろ
か
ら
王
維
に
學
ん
で
い
た
裴
は
、
「
欒
家
」
同
詠
に
お
い
て
、
王
維
の
好
む
詩
語
を
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。（２
）
同
一
な
い
し
は
似
の
事
柄
・
題
材
を
詠
う
例
「
孟

」
王
維
：
新
家 
孟

、
古
木
余
衰
柳
。
來
 復
爲
誰
、
空
悲
昔
人
有
。
裴
：
結
廬 
古
下
、
時
登
古
上
。
古
非
疇
昔
、
今
人
自
來
。
句
で
は
、
兩
 と
も
古
の
址
に
家
を
建
て
た
こ
と
を
詠
っ
て
お
り
、
ま
た
後
!部
分
で
は
い
ず
れ
も
、
古
址
に
立
っ
て
時
"の
流
れ
に
想
い
を
は
せ
て
い
る
。
た
だ
、
王
維
は
後
!で
、
「
來
 は
復
た
誰
と
爲
す
、
空
し
く
悲
し
む
昔
人
の
有
」
と
去
來
今
の
重
#
$な
感
懷
を
%べ
て
い
る
の
に
對
し
て
、
裴
は
單
純
な
事
實
を
%べ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
入
谷
仙
介
&士
の
『
王
維
'究
（
１
）』
に
同
樣
の
指
摘
が
あ
る
の
で
詳
%し
な
い
。
「
漆
園
」
王
維
：
偶
寄
一
(官
、
婆
娑
數
枝
樹
。
・轉
・
結
・
中
國
詩
文
論
叢
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裴
：
今
日
漆
園
、
同
叟
樂
。
・轉
・
結
・
兩
詩
と
も
、
漆
園
に
お
け
る
氣
ま
ま
な
ひ
と
と
き
を
、
子
の
生
き
方
に
た
と
え
て
い
る
。
「
鹿
柴
」
王
維
：
空
山 
不
見
人
、
但
聞
人
語
。
・
・
承
・
裴
：
日
夕
見
	山 
、
便
爲
獨

客
。
・
・
承
・
い
ず
れ
も
、「
空
山
」「
	山
」
と
、
ひ
と
け
の
無
い
寂
し
い
山
の
氣
配
か
ら
詠
い
こ
す
點
で
共
し
て
い
る
。
裴
は
さ
ら
に
「
見
」
の
字
ま
で
王
維
の
眞
似
を
し
て
使
う
と
い
う
徹
底
ぶ
り
。
た
だ
、
王
維
が
承
句
で
、
覺
か
ら
聽
覺
へ
と
感
覺
の
集
中
を
移
行
さ
せ
て
い
る
が
、
裴
は
「
便
ち
獨

の
客
と
爲
る
」
と
詠
い
、
板
な
展
開
に
わ
っ
て
い
る
。
王
維
の
詩
に
、「
獨

客
」
は
一
つ
、「
獨

」
は
二
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
用
例
が
あ
る
（
２
）。
素
是
獨

客


、
冠
彌
敦
。
（
「
同
廬
拾
韋
給
事
東
山
別
業
二
十
韻
給
事
首
春
休
沐
維
已
陪
游
乎
是
行
亦
預
聞
命
會
無
車
馬
不
果
斯
」）
興
來
獨



、
事
空
自
知
。
（「
南
別
業
」）
山
景
氣
佳
、
獨




惆
悵
。
（「
留
別
崔
興
宗
」）
『
子
』
在
宥
篇
に
「
出
入
六
合
、
乎
九
州
、
獨



獨
來
、
是
謂
獨
有
（
六
合
に
出
入
し
、
九
州
に
び
、
獨

獨
來
す
る
を
、
是
れ
獨
有
と
謂
ふ
）」
と
あ
り
、
ま
た
謝
靈
の
「
入
子
崗
是
源
第
三
谷
」
に
「
且
申
獨



意
、
乘
弄
潺
湲
（
且
ら
く
獨

の
意
を
申
べ
、
に
乘
じ
て
潺
湲
を
弄
ぶ
）」
と
あ
る
。
子
や
謝
靈
を
好
ん
で
い
た
王
維
は
、
こ
の
あ
た
り
を
ふ
ま
え
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
同
廬
拾
韋
給
事
東
山
別
業
二
十
韻
」
は
王
維
が
右
拾
時
代
の
作
で
あ
る
。
よ
っ
て
川
集
同
詠
制
作
時
に
、
裴
が
こ
の
詩
を
學
ん
で
い
た
可
能
性
も
低
く
は
あ
る
ま
い
。
な
お
裴
は
「
鹿
柴
」
以
外
に
、
「
金
屑
泉
」
に
お
い
て
も
「
獨



事
汲
（
獨


に
汲
む
を
事
と
す
）」
と
こ
の
詩
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
「
木
柴
」
王
維
：
秋
山
斂
余
照
、
飛
鳥 
逐
侶
。
〈
・
承
〉
裴
：


日
時
、
鳥
聲 
亂
溪
水
。
〈
・
承
〉
「
柳
浪
」
王
維
：
倒
影 
入
 
!〈
承
〉
裴
：
映
池 
同
一
色
〈
〉
「
欒
家
"」
王
維
：
淺
淺 
石
溜
瀉
〈
承
〉
裴
：
"聲 
喧
極
浦
〈
〉
い
ず
れ
の
詩
に
お
い
て
も
王
維
が
詠
ん
だ
題
材
（
す
な
わ
ち
「
木

柴
」
で
は
日
と
鳥
、
「
柳
浪
」
で
は
池
の
水
面
に
映
る
影
、
「
欒
家
"」
で
は
水
#）
を
そ
の
ま
ま
詠
じ
て
い
る
。
他
に
詠
む
べ
き
題
材
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
「
川
集
」
に
關
す
る
二
三
の
問
題
（
上
）（
$田
）
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（
３
）
同
一
な
い
し
は
似
の
表
現
・
發
想
を
用
い
る
例
「
欹
湖
」
王
維
：
湖
上
一
廻
首
、
山
卷
白
雲
。
・轉
・
結
・
裴
：
艤
舟
一
長
嘯
、
四
面
來
風
。
・轉
・
結
・
「
辛
夷
塢
」
王
維
：
木
末




、
山
中
發
紅
萼
・
	・
承
・
裴
：
況
有
辛
夷
、
色
與



亂
・轉
・
結
・
「
欹
湖
」
で
は
、
「
一
（
ひ
と
た
び
）」
と
い
う
共

の
表
現
を
用
い
て
舟
の
上
で
の
行
動
を
詠
い
、
結
句
で
は
兩
と
も
、
そ
の
時
の
自
然
の
有
樣
を
寫
す
る
。
「
辛
夷
塢
」
で
は
、
兩
詩
と
も
モ
ク
レ
ン
の
を

の
に
喩
え
る
と
い
う
發
想
に
お
い
て
共

す
る
。
「
北
」
王
維
：
逶
南
川
水
、
明
滅
林
端
。
・轉
・
結
・
裴
：
欲
采
樵
去
、
扁
舟
出
菰
蒲
。
・轉
・
結
・
王
維
は
「
逶
た
り
南
川
の
水
、
明
滅
す
林
の
端
」
と
、
く
ね
っ
て
流
れ
る
水
が
々
と
し
た
林
の
か
な
た
に
見
え
隱
れ
す
る





樣
子
を
詠
う
。
す
る
と
裴
は
、
す
か
さ
ず
「

つ
ねに
樵
を
采
り
に
去 ゆ
か
ん
と
欲
し
、
扁
舟
菰
蒲
を
出
づ
」
と
、
た
き
ぎ
を
刈
り
に
ゆ
く
小
舟
が
、
マ
コ
モ
の
生
え
た
水
ぎ
わ
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り




顏
を
出
し
た




樣
子
を
詠
う
。
兩
詩
の
後
部
分
は
、
覺
な
面
白
さ
や
對
象
の
一
の
動
き
を
捉
え
る
と
い
う
表
現
方
法
に
お
い
て
共

し
て
い
る
。
「
竹
里
」
王
維
：
深
林
人
不
知




、
明


來
相
照
・轉
・
結
・
裴
：
出
入
惟
山
鳥 
、
幽
深
無
世
人





・轉
・
結
・
裴
詩
の
「
幽
深
に
し
て
世
人
無
し
」
は
、
王
詩
の
「
深
林
人
知
ら
ず
」
の
單
純
な
言
い
換
え
で
あ
る
。
ま
た
、
竹
里
を
訪
れ
る
の
は
人
以
外
の
も
の
（
王
詩
で
は
「
明
」
、
裴
詩
で
は
「
山
鳥
」
）
だ
け
で
あ
る
と
い
う
發
想
・
表
現
の
似
が
見
ら
れ
、
こ
こ
で
も
裴
が
王
詩
の
發
想
を
倣
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
（
４
）
「
川
集
」
以
外
の
王
維
の
詩
句
を
倣
し
た
例
王
維
：
澗
襲
人
衣




、
山
映
石
壁
（「
田
山
石
門
舍
」）
裴
：
雲
光
履
跡
、
山
拂
人
衣




（「
子
崗
」
・轉
・
結
・）
「
雲
光
履
跡
」
は
「
山
映
石
壁
」
を
、「
山
拂
人
衣
」
は
「
澗
襲
人
衣
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
王
詩
で
は
光
が
石
の
壁
を
照
ら
し
て
い
る
が
、
裴
詩
で
は
雲
か
ら
漏
れ
出
る
陽
光
が
足
跡
を
照
ら
し
 っ
て
い
る
。
ま
た
王
詩
で
は
谷
川
の
の
香
り
が
衣
!に
染
み
"む
さ
ま
を
、
裴
詩
で
は
山
の
（
の
氣
）
が
衣
!を
蔽
う
さ
ま
を
、
そ
れ
ぞ
れ
詠
っ
て
い
る
が
、
自
然
の
植
物
が
人
の
衣
!に
#ぼ
す
作
用
に
$眼
し
て
い
る
點
で
一
%す
る
（
３
）。
こ
の
同
詠
で
は
、
王
維
が
子
崗
か
ら
見
た
&景
や
子
崗
を
散
策
中
國
詩
文
論
叢
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す
る
心
を
詠
ん
で
い
る
の
に
對
し
て
、
裴
は
家
に
っ
て
か
ら
の
回
想
を
詠
じ
て
い
る
。
珍
し
く
王
詩
の
鸚
鵡
し
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
目
す
べ
き
點
で
あ
ろ
う
。
王
維
：
隨
意
春
歇
、
王
孫
自
可
留




（「
山
居
秋
瞑
」）
裴
：
	堤
春

合
、
王
孫
自
留
翫




（「
辛
夷
塢
」）
王
維
の
「
隨
意
春
歇
、
王
孫
自
可
留
」
は
『
楚
辭
』
「
招
隱
士
」
の
「
王
孫
兮
不
歸
、
春
生
兮
萋
萋
（
王
孫
び
て
歸
ら
ず
、
春

生
じ
て
萋
萋
た
り
）」
を
ふ
ま
え
て
い
よ
う
。
で
は
裴
の
「
	堤
春

合
し
、
王
孫
自
ら
留
ま
り
翫
ぶ
」
は
ど
う
か
。
勿
論
、
王
維
と
同
樣
に
『
楚
辭
』「
招
隱
士
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
氣
に
な
る
の
は
、
「
留
」
の
字
で
あ
る
。
裴
の
「
自
留
翫
」
は
王
維
の
「
自
可
留
」
を
倣
し
た
も
の
か
も
し
れ
ぬ
。
と
す
る
な
ら
ば
、
裴
は
王
維
を
し
て
『
楚
辭
』
の
句
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
三
、
裴
同
詠
に
對
す
る
價
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
裴
同
詠
を
査
し
て
、
裴
詩
は
王
詩
の
倣
に
始
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
確
で
き
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
倣 

の
度
合
は



常
な


も
の
で
は
な
い





、
と
客

に
斷
さ
れ
よ
う
。
書
法
に
譬
え
れ
ば
、
臨
書
で
は
な
く
雙
鉤
填
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
裴
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
王
維
の
詩
を
な
ぞ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
少
な
く
と
も




「
川
集
」
同
詠
制
作
時
に
お
い
て
、
自
己
の
創
意
に
據
る
作
品
を
生
み
出
す
能
力
に
缺
け
て
い
た
か
ら
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
勿
論
、
倣
と
言
っ
て
も
、
王
維
の
詩
風
を
眞
似
て
、
眞
を
亂
す
ほ
ど
の
作
品
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
立

な
詩
人
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
殘
念
な
が
ら
裴
同
詠
は
表
面

な
單
純
倣
に
わ
っ
て
い
る
。
人
は
こ
の
「
王
詩
」
を
ど
の
よ
う
に
價
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
宋
・
馬
端
臨
の
『
文
獻
考
』
卷
二
三
一
に
は
「
嘗
與
裴
同
賦
各
二
十
句
。
集
中
又
有
與
書
。
…
…
（
中
略
）…
…
余
讀
之
。
使
人
有
飄
然
獨
之
興
。
詩
亦
佳
。
然
它
無
聞
於
世
。
蓋
亦
高
人
也
（
嘗
て
裴
と
同 と
も
に
各 お
の
お
の
二
十
の
句
を
賦
す
。
集
中
に
又
た
に
與
ふ
る
の
書
有
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
余

つ
ね
に
之
を
讀
む
。
人
を
し
て
飄
然
獨
の
興
有
ら
し
む
。
の
詩
亦
た
佳
な
り
。
然
れ
ど
も
它
世
に
聞
こ
ゆ
る
無
し
。
蓋
し
亦
た
高
人
な
り
）。
」
と
あ
る
。
目
す
べ
き
は
、
「
詩
亦
佳
。
然
它
無
聞
於
世
」
の
部
分
で
あ
る
。
裴
の
詩
も
王
維
と
同
樣
よ
く
で
き
て
い
る
の
に
、
（
ど
う
し
た
も
の
か
）
世
で
騷
が
れ
な
い
、
と
訝
し
ん
で
い
る
。
直
後
の
「
蓋
亦
高
人
」
を
そ
の
疑
念
と
關
係
付
け
て
考
え
る
と
、
「
思
う
に
、
裴
も
ま
た
王
維
と
同
樣
に
（
世
俗
を
超
越
し
た
）
高
人
で
あ
っ
た
の
で
（
そ
の
作
品
は
俗
耳
に
入
り
に
く
い
の
で
）
あ
ろ
う
」
「
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と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。
し
か
し
、
體
に
は
何
も
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
南
宋
の
劉
須
溪
は
そ
の
『
王
右
丞
集
』
で
、
裴
の
「
孟

」
同
詠
を
「
未
爲
不
佳
、
相
去
甚
（
未
だ
佳
な
ら
ず
と
爲
さ
ざ
れ
ど
、
相
ひ
去
る
こ
と
甚
だ
し
）。
」
と
	し
、
「
椒
園
」
同
詠
に
つ
い
て
は
「
壞
盡
一
鍋
羹
（
一
鍋
の
羹 あつ
も
のを
壞
し
盡
く
す
）」
と


	し
て
い
る
。
一
方
、
王
維
を
崇
し
た
の
王
士
は
、
大
な
る
王
維
が
つ
ま
ら
な
い
作
品
を
自
作
と
あ
わ
せ
る
は
ず
が
な
い
、
と
い
う
思
い
み
か
ら
か
、『
人
首
句
』
凡
例
に
お
い
て
「

王
裴
川
唱
和
、
工
力
悉
敵
。
劉
須
溪
有
意
抑
裴
、
謬
論
也
（

の
王
・
裴
の
川
唱
和
、
工
・
力
悉
こ
と
ご
とく
敵 つり
あ
ふ
。
劉
須
溪
意
有
り
て
裴
を
抑
ふ
る
は
、
謬
論
な
り
）。
」
と
劉
を
否
定
し
て
い
る
。
い
ま
試
み
に
人
の
詩
	か
ら
三
を
ん
で
げ
た
が
、
人
の
裴
詩
へ
の
言
の
多
く
は
體
性
を
缺
い
て
お
り
、
然
と
し
た
印
象
批
	の
範
圍
を
越
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
最
の
王
維
究
家
の
	價
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
入
谷
士
『
王
維
究
』
第
十
三
章
「
川
」
で
は
、
「
裴
に
は
一
本
立
ち
の
詩
人
た
る
力
量
が
缺
け
て
い
た
」
た
め
、
「
王
維
と
ま
と
も
に
比
較
さ
れ
た
の
で
は
裴
が
氣
の
毒
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
裴
の
幼
稚
さ
」
は
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
の
未
熟
さ
」
で
あ
り
、
「
川
集
」
の
い
く
つ
か
の
作
品
で
は
、
「
王
維
の
作
が
く
幻
想
で
あ
る
の
に
對
し
、
裴

の
作
は
現
實
」
で
、
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
王
維
の
よ
う
に
豐
富
に
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
現
實
な
印
象
を
與
え
る
に
至
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
王
・
裴
の
優
劣
を
詳
細
に
檢
討
し
た
論
文
に
、
師
長
泰
「
做
有
盡
 做
无
博
・
蝙
川
集
・
王
、
裴
五
博
鮒
比
熟
（
４
）」
が
あ
る
。
師
氏
は
「
王
詩
は
 筆
を
多
用
し
、
裴
詩
は
實
寫
に
!っ
て
」
お
り
、「
王
維
は
"
#
な
想
像
の
助
け
を
借
り
て
、
景
物
の
$韻
を
表
現
し
、
・
 ・
の
境
界
を
明
ら
か
に
示
す
こ
と
に
長
じ
て
い
た
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
裴
同
詠
に
は
見
ら
れ
な
い
、
王
維
の
「
川
集
」
の
"
#
特
%は
、
「
 實
を
結
び
つ
け
る
"
#
表
現
技
法
を
&用
し
た
」
點
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
分
析
結
果
は
、
入
谷
士
の
指
摘
と
ほ
ぼ
一
'し
て
い
る
。
入
谷
士
や
師
長
泰
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
裴
の
詩
は
"
#

想
像
力
を
缺
い
た
、
現
實
を
そ
の
ま
ま
(寫
す
る
よ
う
な
作
品
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ど
う
見
て
も
王
士
の
言
う
、
王
維
の
作
と
「
工
力
悉
く
敵
ふ
」
よ
う
な
代
物
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
裴
の
同
詠
に
は
、
く
取
柄
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
色
も
個
性
も
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
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四
、
裴
同
詠
の
特
色
に
つ
い
て
こ
こ
で
「
川
集
」
裴
同
詠
に
み
ら
れ
る
特
色
や
個
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
「
北
」
王
維
：
北
湖
水
北




、
雜
樹
映
朱

・
・
承
・
裴
：
南
山
北
下




、
結
宇
臨
欹
湖
・
・
承
・
句
で
は
、
兩
と
も
北
の
地
理
	況
を
詠
う
。
た
だ
、
王
維
が
「
川
集
」
に
お
い
て
地
理


	況
を
詠
う
の
は
こ
の
「
北
」
詩
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
裴
は
他
の
同
詠
に
お
い
て
も
、
景
物
・
景
地
の
位
置
關
係
や
地
理
	況
を
明
す
る
こ
と
が
あ
る
。
文
杏

王
維
文
杏
栽
爲
梁
文
杏
栽
ち
て
梁
と
爲
し
香
結
爲
宇
香

結
ん
で
宇
と
爲
す
不
知
棟
裏
雲
知
ら
ず
棟
裏
の
雲
去
作
人
雨
去
っ
て
人
の
雨
と
作
る
か
を
裴

迢
迢 
文
杏

迢
迢
た
り
文
杏

躋
攀 
日
已
屡
躋
り
攀
ぼ
る
こ
と
日
に
已
に
屡 し
ばし
ば
な
り
南
嶺
與
北
湖
南
嶺
と
北
湖
と
看
又
廻

に
看
又
た
廻
す
裴
同
詠
の
「
迢
迢
」
「
躋
攀
」
と
い
う
詩
語
に
よ
っ
て
、
文
杏

が
高
い
場
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
王
維
の
「
不
知
棟
裏
雲
、
去
作
人
雨
」
と
い
う
表
現
も
、
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
、
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
文
杏
が
南
嶺
と
北
湖
の
に
存
在
す
る
と
い
う
位
置
關
係
も
明
す
る
。
位
置
關
係
へ
の
言
の
中
で
、
筋
を
寫
し
た
表
現
も
見
ら
れ
る
の
で
に
げ
て
お
き
た
い
。
門
宮
槐
陌
、
是
向
欹
湖





（「
宮
槐
陌
」）
一
逕
山
路




、
行
歌

岑
（「
斤
竹
嶺
」）
聲
喧
極
浦
、
沿
向
南
津




（「
欒
家
」）
さ
て
、
川

で
身
や
限
ら
れ
た
心
友
・
友
と
 
!を
樂
し
ん
だ
王
維
で
は
あ
る
が
、
｢
川
集
｣の
各
詩
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
第
三
（
不
特
定
多
數
の
鑑
賞
）
の
存
在
は
、
當
然
念
頭
に
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
廣
壯
な
川
で
あ
る
か
ら
、
當
時
で
あ
っ
て
も
、

の
"況
に
知
悉
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
必
#と
な
っ
て
く
る
の
は
、
い
わ
ば
案
役
の
存
在
で
あ
る
。
裴
の
案
に
よ
っ
て
、
「
川
集
」
を
味
讀
す
る
我
々
は
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

を
$む
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
王
・
裴
の
詩
を
仔
細
に
比
較
檢
討
し
て
い
く
と
、
裴
が
王
維
の
詩
「
川
集
」
に
關
す
る
二
三
の
問
題
（
上
）（
田
）
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の
容
を
、
補
足
な
い
し
は
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。
裴
の
詩
に
よ
っ
て
、
王
維
の
詩
の
抽
象
な
部
分
が

然
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
「
茱
萸
」
で
王
維
は
こ
う
詠
う
。
結
實
紅
且

實
を
結
ん
で
紅
に
し
て
且
つ

復
如
	更
開
復
た
	の
更
に
開
く
が
ご
と
し
山
中
儻
留
客
山
中
儻
し
客
を
留
め
ん
と
す
れ
ば
置
此
茱
萸
杯
此
の
茱
萸
の
杯
を
置
か
ん
茱
萸
が
色
と
り
ど
り
の
實
を
つ
け
、
ま
る
で
	が

い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
寫
す
る
が
、
茱
萸
の
生
え
て
い
る
岸
邊
の
樣
子
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
裴
は
の
よ
う
に
詠
う
。
飄
香
亂
椒
桂
飄
香
椒
桂
亂
れ
布

檀
欒
を
布
き
て
檀
欒
に
は
る
雲
日
雖
廻
照
雲
日
廻
照
す
と
雖
も
森
沈
自

森
沈
と
し
て
ほ
自
か
ら
し
茱
萸
に
は
茱
萸
だ
け
で
な
く
竹
も
生
え
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
深
く
っ
た
邊
り
で
は
、
日
が
射
し
て
も
い
樣
子
が
こ
の
詩
か
ら
わ
か
る
。「
宮
槐
陌
」
で
王
維
は
仄
徑
蔭
宮
槐
仄
徑
宮
槐
に
蔭
は
れ
幽
陰
多
苔
幽
陰
苔
多
し
應
門
但


應
門
但
だ

す
る
は
畏
有
山
來
山
の
來
る
有
る
を
畏
れ
し
な
ら
ん
と
詠
ん
だ
。
後
部
分
で
は
、
門
番
が
山
寺
の
侶
の
來
訪
を
っ
て
除
を
し
て
い
る
樣
子
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
裴
同
詠
の
後

二
句
。秋
來
山
雨
多
秋
來
山
雨
多
く

無
人



人
の
ふ
無
し
こ
の
二
句
を
讀
ん
で
初
め
て
、
門
番
が
あ
わ
て
て
き
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
雨
を
含
ん
だ
夥
し
い

が
手
付
か
ず
の
ま
ま
散
り
積
も
っ
て
い
る
樣
子
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で
あ
る
。
王
維
と
裴
の
詩
が
美
し
く
き
あ
う
の
を
我
々
は
こ
こ
に
感
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
入
谷
士
は
『
王
維
究
』
に
お
い
て
「
裴
の
同
詠
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
、
兩
の
詩
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川
の
現
實
を
生
か
し
た
ま
ま
理
想
す
る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
考
え
、
そ
れ
は
、「
 
!家
と
し
て
の
も
っ
と
も
眞
摯
な
友
"と
、
最
高
度
の
#
$さ
の
%
&」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
が
、
は
じ
め
か
ら
兩
に
よ
っ
て
企
圖
さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
、
些
か
疑
問
で
あ
る
が
、
結
果
に
幻
想
と
現
實
が
融
合
す
る
詩
集
が
生
ま
れ
た
こ
と
は

'い
な
い
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
22
王
維
が
抽
象
・
念
世
界
を
詠
う
傾
向
に
あ
る
の
に
對
し
て
、
裴
は
川
の
景
の
あ
り
さ
ま
を
、
よ
り
體



・
個
別



に
詠
う
傾
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
	

の
師
長
泰
氏
言
う
と
こ
ろ
の
「
實
寫
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
傾
向
は
、
ら
く
は
意
圖
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
當
時
の
裴
の
創
作
水
準
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
裴
の
「
川
集
」
同
詠
に
は
、
結
果
に



王
維
の
詩
と
相
呼
應
し
補
完
役
を
果
た
す
よ
う
な
佳
作
も
あ
る
。
し
か
し
、
王
維
の
倣
に
始
し
て
い
る
も
の
の
、
倣
し
き
れ
て
い
な
い
、
稚
拙
な
印
象
を
受
け
る
作
品
が
多
い
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
川
集
」
同
詠
に
見
ら
れ
る
倣
性
・
補
完
性
は
、
他
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
特
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
裴
の
詩
は
ど
れ
も
稚
拙
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
、「
川
集
」
以
外
の
裴
同
詠
の
文
學
水
準
に
、
王
維
の
作
品
に
裴
や
他
の
人
々
の
同
詠
が
う
作
例
を
み
て
い
き
、
「
川
集
」
同
詠
に
み
ら
れ
る
裴
詩
の
特
が
表
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
た
い
。
ま
ず
、
「
龍
寺
曇
壁
上
人
兄
院
集
」
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
の
詩
は
、
王
維
が
王
昌
齡
・
弟
王
縉
・
裴
を
っ
て
曇
壁
上
人
の
山
院
に
參
詣
し
た
折
の
作
品
で
あ
る
。
王
維
高
處
敞
招
堤
高
處
招 しょ
う堤 だ
い敞 ひ
ろく
空
有
倪
空

な
んぞ
倪 わ
かつ
こ
と
有
ら
ん
坐
看
南
陌
騎
坐
し
て
看
る
南
陌
の
騎
下
聽
秦


下
り
て
聽
く
秦
の

渺
渺
孤
烟

渺
渺
と
し
て
孤
烟
り


樹
齊

と
し
て
樹
齊
し
山
井
外
山
井
の
外
日
五
陵
西
日
五
陵
の
西
眼
界
今
無
染
眼
界
今
染
無
し
心
空
安
可

心
は
空
な
れ
ば
安 いづ
くん
ぞ
ふ
べ
け
ん
同
詠
王
縉
林
中
空
寂
舍
林
中
空
寂
の
舍
階
下
南
山
階
下
南
山
高
臥
一
牀
上
高
臥
す
一
牀
の
上
廻
看
六
合

廻
看
す
六
合
の

雲
幾
處
滅
雲
幾
處
か
滅 き
ゆ
る
飛
鳥
何
時

飛
鳥
何
れ
の
時
か
る
問
義
天
人
接
義
を
問
へ
ば
天
人
接
し
「
川
集
」
に
關
す
る
二
三
の
問
題
（
上
）（
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無
心
世
界
閑
心
を
無
に
す
れ
ば
世
界
閑
な
り
誰
知
大
隱
客
誰
か
知
ら
ん
大
隱
の
客
の
兄
弟
自
攀
兄
弟
自
ら
ひ
攀 よ
づ
る
を
同
詠
王
昌
齡
本
來
淨

本
來
淨
の

竹
樹
引
幽
陰
竹
樹
幽
陰
を
引
く
簷
外
含
山

簷
外
山
を
含
み
人
出
世
心
人

世
心
を
出
づ
圓
無
有
象
圓

象
有
る
こ
と
無
く
境
不
能
	
境
	す
能
は
ず
眞
是
我
兄
法
眞
に
是
れ
我
が
兄
の
法
何
妨
友
弟
深
何
ぞ
友
弟
の
深
き
を
妨
げ
ん
天
香
自
然
會
天
香
自
然
に
會
し
靈

識
鐘

靈


鐘
に
識
る
同
詠
裴

靈
境
信
爲

靈
境
信 まこ
とに
た
り
法
堂
出
塵
氛
法
堂
塵
氛
を
出
づ
自
然
高

自
然
高
を
し
向
下
看
雲
下
に
向
か
ひ
て
雲
を
看
る
逶
峰
岫
列
逶
と
し
て
峰
岫
列 つ
らな
り
參
差
閭
井
分
參
差
と
し
て
閭
井
分
か
る
林
端

見
林
端

え
ん

ち
よ
う見 あ
らは
れ
風
末
疎
鐘
聞
風
末
疎
鐘
聞
こ
ゆ
我
師
久
禪
寂
我
が
師
久
し
く
禪
寂
し
在
世
超
人
群
世
に
在
り
て
人
群
を
超
え
た
り
ま
ず
、
三
人
の
同
詠
に
つ
い
て
單
に
見
て
い
き
た
い
。
各
詩
人
と
も
、
大
筋
で
王
維
の
詩
の
流
れ
を
ふ
ま
え
る
。
王
維
が
頭
の
二
句
で
寺
院
の
境
を
詠
う
と
、
他
の
詩
人
た
ち
も
そ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。
例
え
ば
第
三
・
四
句
で
、
王
維
が
「
坐
し
て
見
る
南
陌
の
騎
、
下
り
て
聞
く
秦
の
」
と
俗
界
を
見
下
ろ
す
と
、
裴
は
「
自
然
高

を
し
、
下
に
向
か
い
て
雲
を
看
る
」
と
下
方
を
見
下
ろ
す
。
王
縉
も
「
高
臥
す
一
牀
の
上
、
迴
看
す
六
合
の
」
と
山
院
か
ら
あ
た
り
を
見
回
し
て
い
る
。
第
五
句
～
第
八
句
で
は
、
王
維
と
裴
が

景
寫
を
す
る
が
、
王
昌
齡
は
第
五
～
第
八
句
で
「
圓
」
「
境
」
と
い
っ
た
佛
用
語
を
用
い
な
が
ら
上
人
を
稱
え
て
い
る
。
王
縉
は
第
五
・
六
句
で
景
を
詠
い
、
第
七
・
八
句
で
は
曇
壁
上
人
を
稱
え
る
。
王
昌
齡
も
王
縉
も
佛
思
想
に
基
づ
い
て
、
こ
の
四
句
を
詠
ん
で
い
る
。
中
國
詩
文
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末
二
句
で
、
王
維
は
己
の
心
境
・
境
地
を
詠
う
。
こ
れ
は
、
王
維
の
佛
詩
に
よ
く
見
ら
れ
る
特
で
あ
る
（
５
）。
王
昌
齡
の
「
天
香
自
然
に
會
し
、
靈

鐘
に
識
る
」
も
、
山
院
で
自
ら
が
感
得
し
た
も
の
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
裴
は
心
境
を
詠
わ
ず
、
「
禪
寂
」
の
語
を
用
い
て
上
人
を
禮
贊
し
て
締
め
括
っ
て
い
る
。
目
す
べ
き
は
王
縉
で
あ
る
。
「
誰
知
大
隱 
客
、
兄
弟
自
	攀
」
さ
し
も
の
優
れ
た
あ
な
た
で
も
、
お
わ
か
り
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
、
市
井
に
隱
れ


む
「
大
隱
」
の
我
々
兄
弟
が
、
あ
な
た
の
を
っ
て
、
こ
う
し
て
登
っ
て
こ
よ
う
と
は
。
兄
王
維
が
、
市
井
に

ん
で
俗
衣
を
身
に
ま
と
っ
て
い
な
が
ら
三
界
か
ら
超
越
し
て
い
る
「
維
詰
」
を
目
指
し
て
修
行
し
て
い
る
（
６
）こ
と
か
ら
、
特
に
「
大
隱
」
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

經
『
箋
王
右
丞
詩
集
』
で
は
、「
謂
右
丞
（
右
丞
を
謂
ふ
）」
と
し
て
、
「
大
隱
」
を
王
維
に
限
定
す
る
。
だ
が
、
兄
王
維
と
と
も
に
自
分
も
「
大
隱
」
で
あ
る
と
自
任
し
て
い
る
と
も
解
釋
で
き
、
や
や
傲
慢
と
も
と
ら
れ
か
ね
な
い
表
現
で
あ
る
。
後
に
宰
相
に
ま
で
榮
す
る
こ
と
に
な
る
人
の
、
矜
持
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
三
の
詠
み
ぶ
り
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
王
詩
の
展
開
を
倣
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
反
映
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
王
昌
齡
は
佛
用
語
を
多
用
し
て
い
る
點
が
指
摘
で
き
よ
う
。
王
縉
は
そ
の
詩
に
人
柄
が
滲
み
出
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
風
格
を
備
え
て
い
る
。
さ
て
に
、
裴
同
詠
を
、
詩
語
や
表
現
方
法
の
點
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
同
詠
に
は
、
明
ら
か
に
王
維
の
影
を
受
け
て
い
る
表
現
が
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
頭
二
句
「
靈
境 
信
爲
、
法
堂
出
塵
氛
」
は
、
王
維
年
の
作
「
桃
源
行
」
の
「
不
疑
靈
境 

聞
見
、
塵
心
未
盡
思
縣
（
靈
境
の
聞
見
し
き
を
疑
は
ざ
る
も
、
塵
心
未
だ
盡
き
ず
し
て

縣
を
思
ふ
）」
を
想
さ
せ
る
。
王
維
の
「
桃
源
行
」
は
、
原
に
「
時
年
十
九
（
時
に
年
十
九
な
り
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
書
き
で
あ
る
か
ら
、
裴
が
そ
の
詩
句
を
倣
し
た
可
能
性
は
低
く
な
い
。
に
、
第
五
～
第
七
句
「
逶


峰
岫
列
～
林
端 


 見
」
は
、
王
維
の
「
!川
集
」
北
"の
「
逶


南
川
水
、
明
滅
#林
端


（
逶
た
り
南
川
の
水
、
明
滅
す
#林
の
端
）」
と
の
$似
性
を
%く
感
じ
さ
せ
る
。
假
に
こ
の
作
品
が
「
!川
集
」
以
後
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

の
よ
う
な
推
測
も
&り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
裴
は
「
逶
峰
岫
列
…
…
」
と
詠
じ
た
と
こ
ろ
で
、
王
維
の
「
北
"」
の
一
'を
思
い
出
し
、
續
け
て
「
林
端

 見
（
く
に
あ
る
 〔
(壁
の
上
に
建
て
め
ぐ
ら
し
た
垣
〕
が
林
の
端
に
ち
ら
り
と
見
え
る
）」
と
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
。
ま
た
、
第
八
句
「
風
末
疎
鐘
聞
」
は
王
維
流
の
表
現
で
あ
る
。
王
維
が
!川
で
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
三
首
に
「
疎
鐘
（

に
く
鐘
）」
の
を
聞
く
)寫
が
見
ら
れ
る
。
唯
有
白
雲
外
、
疎
鐘 
聞
夜
猿
「
!川
集
」
に
關
す
る
二
三
の
問
題
（
上
）（
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）
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（「
酬
部
蘇
員
外

田
別
業
不
見
留
之
作
」）
谷
口
疎
鐘 
動
、
漁
樵
稍
欲
稀
（「
歸
川
作
」）
燈
坐
高
、
秋
雨
聞
疎
鐘



（「
黎
拾
	

裴
見
秋
雨
對
雨
之
作
」）
こ
の
三
首
は
、
そ
の
制
作
年
代
を
は
っ
き
り
と
特
定
で
き
な
い
が
、
王
維
が
川
の
地
で
「
疎
鐘
」
を
聞
く
こ
と
を
好
ん
で
寫
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
第
九
句
の
「
禪
寂
」
は
佛
用
語
で
、
靜
か
に
瞑
想
す
る
こ
と
。
「
坐
禪
」
と
同
義
で
あ
る
。『
無
量
義
經
』
行
品
に
「
其
心
禪
寂 
、
常
在
三
昧
（
其
の
心
は
禪
寂
に
し
て
、
常
に
三
昧
に
在
り
）」
、『
維
經
』
方
便
品
に
「
一
心
禪
寂 
、
攝
亂
意
（
一
心
禪
寂
し
て
、

も
ろ
も
ろの
亂
意
を
攝 を
さ
む
）」
と
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
「
禪
寂
」
の
語
も
、
王
維
年
の
作
に
一
例
あ
る
。
愛
染
日
已
、
禪
寂 
日
已
固
（「
偶
然
作
」
其
三
（
７
））
こ
の
裴
同
詠
の
中
で
佛
用
語
は
こ
の
「
禪
寂
」
一
語
の
み
で
あ
る
。
王
維
の
影
を
多
分
に
受
け
た
身
で
あ
れ
ば
、
佛
の
義
に
つ
い
て
も
陶
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
こ
の
同
詠
に
お
い
て
、
佛
思
想
に
根
ざ
し
た
容
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
は
、
一
つ
の
疑
問
點
と
し
て
意
し
て
お
く
必
が
あ
ろ
う
。
末
句
の
上
人
を
稱
え
る
「
在
世
超
人
群
（
人
界
に
あ
り
な
が
ら
も
（
そ
の
心
は
）
人
か
ら
超
越
し
て
い
る
）
」
と
い
う
表
現
は
、
王
昌
齡
の
「
人
出
世
心
（
こ
の
山
院
は
人
の
世
に
あ
る
け
れ
ど
、
こ
こ
に
來
る
と
名
利
の
心
を
す
る
心
地
が
す
る
）」
と
似
し
た
表
現
で
あ
り
、
昌
齡
の
句
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
「
龍
寺
」
詩
の
裴
同
詠
で
は
、
王
維
の
作
を
ふ
ま
え
た
り
、
同
行
し
た
王
昌
齡
の
詩
句
を
言
い
換
え
た
り
す
る
表
現
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
王
維
好
み
の
詩
語
を
用
い
て
い
る
箇
も
見
受
け
ら
れ
た
。
た
だ
こ
こ
で
目
す
べ
き
は
、
「
川
集
」
同
詠
と
は
な
り
、
王
維
の
詩
の
單
純
な
倣
・
な
ぞ
り
が
 く 
見
ら
れ


な
い 
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「

川
集
」
同
詠
に
見
ら
れ
る
單
純
な
倣
や
補
完
性
は
、
こ
こ
で
は
す
っ
か
り
影
を
ひ
そ
め
て
い
る
。
「
川
集
」
同
詠
と
比
較
し
て
み
る
と
、
同
じ
人
物
に
よ
る
作
品
と
も
思
わ
れ
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
!然
と
し
た
差
は
、
詩
人
の
"し
い
#
$の
跡
と
見
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
す
る
と
、
こ
の
詩
は
「
川
集
」
以
後
の
作
と
看
做
す
の
が
%
當
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
&に
王
維
が
弟
王
縉
・
盧
象
・
裴
と
と
も
に
弟
の
崔
興
宗
を
訪
ね
た
折
の
作
品
と
三
人
の
同
詠
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
與
盧
員
外
象
崔
處
士
興
宗
林
亭
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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盧
員
外
象
と
崔
處
士
興
宗
の
林
亭
に
る
王
維
樹
重
陰
蓋
四
鄰
樹
重
陰
四
鄰
を
蓋
ひ
苔
日
厚
自
無
塵
苔
日
び
に
厚
く
自
か
ら
塵
無
し
科
頭
箕
踞
長
松
下
科
頭
箕
踞
す
長
松
の
下
白
眼
看
他
世
上
人
白
眼
看
他
す
世
上
の
人
同
詠
盧
象
映
竹
時
聞
轉
轆
轤
竹
に
映
じ
て
時
に
轆
轤
の
轉
ず
る
を
聞
き
當
窓
只
見
蜘
蛛
窓
に
當
り
て
只
だ
蜘
蛛
の
す
る
を
見
る
人
非
病
常
高
臥
人
病
に
非
ず
し
て
常
に
高
臥
す
堵
蒙
籠
一
老
儒
堵
蒙
籠
す
一
老
儒
同
詠
王
縉
身
名
不
問
十
年
余
身
名
問
は
ざ
る
こ
と
十
年
の
余
老
大
誰
能
更
讀
書
老
大
誰
か
能
く
更
に
書
を
讀
ま
ん
林
中
獨
鄰
家
酒
林
中
獨
り
む
鄰
家
の
酒
門
外
時
聞
長
	車
門
外
時
に
聞
く
長
	の
車
同
詠
裴


喬
柯
門
裏
自
陰
喬
柯
門
裏
自
か
ら
陰
を
し
散
髮
窓
中
曽
不
簪
散
髮
窓
中
曽
て
簪
せ
ず
逍
遙
且
喜
從
吾
事
逍
遙
且
喜
し
や
き
吾
が
事
に
從
ひ
榮
寵
從
來
非
我
心
榮
寵
從
來
我
が
心
に
非
ず
三
人
の
同
詠
い
ず
れ
も
王
維
の
詩
に
倣
っ
て
對
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
王
維
の
詩
と
王
縉
同
詠
は
後
對
格
、
盧
象
同
詠
は
對
格
、
そ
し
て
裴

同
詠
は
對
格
の
詩
で
あ
る
。
王
維
以
下
み
な
、
崔
處
士
の
、
俗
世
や
俗
利
に
超
然
と
し
て
自
由
に
生
き
る
を
稱
え
た
容
で
あ
る
こ
と
で
共
し
て
い
る
。
に
、
裴

の
同
詠
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
ゆ
く
。
「
喬
柯
門
裏
自
陰
、
散
髮
窓
中
曽
不
簪
」
門
の
中
に
は
高
い
木
の
枝
が
り
、
自
然
と
木
陰
が
で
き
て
い
る
。
崔
處
士
は
俗
世
を
離
れ
、
い
ま
ま
で
冠
簪
を
つ
け
た
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
は
對
句
で
あ
り
、
敢
え
て
對
句
ら
し
く
訓
讀
す
る
な
ら
ば
、「
柯
を
門
裏
に
喬
く
し
て
自
か
ら
陰
を
し
、
髮
を
窓
中
に
散
じ
て
曽
て
簪
せ
ず
」
と
な
ろ
う
。
王
詩
に
は
「
箕
踞
」
「
白
眼
」
の
語
が
あ
り
、
崔
處
士
を
阮
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
と
解
る
。
よ
っ
て
裴

は
王
詩
を
ま
ね
、
『
晉
書
』
阮
傳
の
「
散
髮
箕
踞
」
を
ふ
ま
え
て
「
散
髮
窓
中
」
と
詠
っ
て
い
る
か
に
一
見
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
「
窓
中
」
が
ピ
ン
と
こ
な
い
。
「
散
髮
窓
中
」
は
、
お
そ
ら
く
『
後
書
』
卷
四
十
五
の
袁
傳
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
「
川
集
」
に
關
す
る
二
三
の
問
題
（
上
）（
田
）
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う
。
袁
は
、
後
末
に
黨
錮
の
を
け
、
死
ぬ
ま
で
土
室
あ
な
ぐ
らに
ん
だ
隱
。
袁
傳
に
は
の
よ
う
に
あ
る
。
	熹
末
、
黨
事
將
作
、


散
髮
世



、
欲
投
迹
森
林
。
以
母
老
不
宜
遁
。
乃
土
室
、
四
於
庭
、
不
爲
、
自

飮
而
已
。
旦
於
室
中
東
向
拜
母
、
母
思
、
時
就
。
母
去
、
便
自
掩
閉
、
兄
弟
妻
子
莫
得
見
也
。
…
（
中
略
）…
潛
身
十
八
年




、
巾

、
攻
郡
縣
、
百
姓
散
、
誦
經 
不
移
。
相
語
不
入
其
閭
、
人
就


、
皆
得

。
年
五
十
七
、
卒
於
土
室
。
（
	熹
の
末
、
黨
事
將
に
作
ら
ん
と
す
る
や
、


に
髮
を
散
じ
て
世
を

へ
だ
て
、
迹
を
森
林
に
投
ぜ
ん
と
欲
す
。
母
老
い
た
る
を
以
て
く
遁
る
る
を
宜
し
と
せ
ず
。
乃
ち
土
室
を
き
、
庭
に
四
し
、
を
爲
ら
ず
、
よ
り
飮
を
る
る
の
み
。
旦 あ
し
たに
室
中
に
於
て
東
に
向
き
て
母
を
拜
す
。
母
を
思
ひ
、
時
に
き
就
き
て
る
。
母
去
り
て
、
便
ち
自
ら
掩
閉
し
、
兄
弟
妻
子
見
る
を
得
る
莫
き
な
り
。
…
（
中
略
）
…
身
を
潛
む
る
こ
と
十
八
年
、
巾
の

こ
り
、
攻
め
て
郡
縣
を
し
、
百
姓
き
散
ず
る
も
、

經
を
誦
し
て
移
ら
ず
。

相
ひ
し
語
り
て
其
の
閭
に
入
ら
ず
。
人
に
就
き
て
を
け
、
皆
な
く
る
る
を
得
た
り
。
年
五
十
七
に
し
て
、
土
室
に
卒
す
。）
土
室
に
隱
れ
ん
だ
袁
は
、
入
り
口
の
 を
設
け
ず
に
、
た
だ
「

ま
ど
」
か
ら
飮
物
を
土
室
の
中
へ
取
り
!ん
だ
。
母
が
來
る
と
（

ご
し
に
）
會
い
、
母
が
歸
る
と
自
分
で
そ
の
を
閉
じ
、
兄
弟
妻
子
と
も
會
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
裴
"同
詠
に
「
窓
中
」
と
あ
り
、
盧
象
同
詠
に
も
「
當
窓
只
見
#蜘
蛛
」
と
あ
る
。
「
窓
」
を
こ
と
さ
ら
に
用
い
て
い
る
の
は
、
崔
處
士
を
、
窓
し
か
な
い
土
室
に
ん
だ
袁
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
盧
象
の
句
「
$堵
蒙
籠



一
老
儒
」
や
王
縉
同
詠
の
「
老
大
誰
能
更
讀
書 
」
「
林
中
獨
%

鄰
家
酒
」
も
ま
た
、
巾
の
亂
が
き
て
も
獨
り
經
書
を
誦
し
、
土
室
に
籠
っ
て
&
げ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
袁
を
彷
彿
と
さ
せ
る
表
現
で
あ
る
。
王
詩
で
は
阮
'の
故
事
を
ふ
ま
え
る
が
、
袁
傳
は
ふ
ま
え
て
い
な
い
。
裴
"は
、
お
そ
ら
く
盧
象
の
同
詠
を
參
考
に
し
て
「
散
髮
窓
中
曽
不
簪
」
と
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
（
８
）。
裴
詩
(
)の
對
句
は
、
同
行
の
同
詠
に
見
劣
り
し
な
い
整
然
と
し
た
印
象
を
與
え
る
。
裴
"同
詠
の
後
)部
分
。
「
逍
遙
且
喜
從
吾
事
、
榮
寵
從
來
非
我
心
」
こ
う
し
て
き
ま
ま
に
*ら
す
と
、
喜
ば
し
い
こ
と
に
自
分
の
し
た
い
事
が
で
き
る
。
（
だ
か
ら
仕
官
し
て
）
君
+か
ら
寵
愛
を
受
け
よ
う
な
ど
と
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
考
え
た
こ
と
が
無
い
。
(
)二
句
に
續
い
て
後
)も
對
句
。
た
だ
、
「
從
吾
事
」
と
「
從
來
」
で
「
從
」
字
が
重
複
し
、
「
吾
事
」
に
「
我
心
」
を
對
應
さ
せ
る
と
い
っ
た
點
で
、
や
や
未
熟
さ
を
露
,し
て
い
る
。
し
か
し
對
格
の
句
を
作
ろ
う
と
し
た
こ
と
に
は
、
意
義
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
中
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本
來
、
句
は
流
動
感
や
余
韻
を
表
現
す
る
の
に
し
た
詩
型
で
あ
る
。
句
の
中
で
對
句
を
用
い
る
と
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
す
ぎ
て
、
そ
の
流
動
感
を
阻
し
か
ね
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
、
十
年
以
上
も
じ
っ
と


竹
林
の
中
に
ら
し
續
け
て
い
る
崔
處
士
を
詠
じ
て
い
る
の
で
、
安
定
感
の
あ
る
對
句
を
用
い
て
何
ら
問
題
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
瑕
疵
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
同
詠
も
ま
た
、
「
川
集
」
同
詠
の
文
學
水
準
と
は
く
	な
る
も
の
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
六
、「
川
集
」
立
時
の
裴

裴

は
「
川
集
」
同
詠
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
王
維
の
詩
を
懸
命
に
倣
し
た
も
の
の
、
稚
拙
な
作
品
を
竝
べ
る
し
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
龍
寺
」
詩
や
「
崔
處
士
興
宗
林
亭
」
詩
の
同
詠
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
同
一
人
物
の
作
品
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
飛
を
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
人
は

す
れ
ば
、
日
々
長
し


す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
長
の
度
合
い
も
、
年
と
中
年
で
は
大
き
な
い
が
あ
る
。
け
れ
ば
い
ほ
ど
、
知
識
を
收
す
る
質
量
は
大
き
く
度
も
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
氣
に
な
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
詠
を
制
作
し
た
時
、
い
っ
た
い
裴

は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
裴

の
生
年
や
出
自
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
定
を
見
な
い
。
裴


の
生
年
を
開
元
四
年
（
七
一
六
）
と
す
る
が
あ
る
。
例
え
ば
、
申
『
王
維
究
上
（
９
）』
に
は
、
「
據
『
詩
品
彙
』
、
裴

是
關
中
人
。
生
於
開
元
四
年
（
七
一
六
）、
卒
年
無
考
。
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
楊
文
雄
『
詩
佛
王
維
究
（
）』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
行
の
『
詩
品
彙
』
に
は
裴

の
生
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、
開
元
四
年
生
と
す
る
根
據
が
不
明
で
あ
る
。
假
に
こ
の
に
從
う
な
ら
ば
、
裴

は
王
維
よ
り
十
七
も
年
少
と
な
る
（
生
年
六
九
九
年
の
場
合
）。
入
谷
仙
介
・
伊
正
文
兩
氏
は
、『
書
』
宰
相
世
系
表
（
卷
七
一
上
）
の
洗
馬
裴
氏
の
項
に
見
え
る
任
 の
尉
・
裴
回
の
長
男

を
こ
の
裴


と
考
え
る
（
!）。
王
維
の
作
品
に
、
裴
回
の
"誌
銘
「
故
任
 縣
尉
裴
府
君
"誌
銘
」
が
あ
る
こ
と
も
そ
の
證
左
と
し
て
い
る
。
伊
氏
は
、
「
王
維
は
そ
の
生
涯
を
し
て
、
血
#・
地
#を
特
に
重
ん
じ
た
人
で
あ
っ
た
」
と
し
、
王
維
が
裴

と
交
友
し
た
背
景
に
は
地
#關
係
が
存
在
す
る
と
す
る
。
王
維
と
裴

の
深
い
交
友
關
係
を
考
え
る
と
、
こ
の
の
蓋
然
性
は
高
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
假
に
裴

が
、
天
寶
二
年
（
七
四
三
）
正
$に
三
十
九
で
死
去
し
た
裴
回
の
子
で
あ
る
と
す
る
と
、
裴

は
王
維
よ
り
も
二
十
以
上
年
少






と
な
る
。
で
は
「
龍
寺
」
詩
同
詠
の
制
作
時
、
裴

は
何
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
の
か
。
陳
鐵
民
『
王
維
集
校
%』
で
は
、
「
龍
寺
」
詩
を
天
寶
二
年
ご
ろ
の
作
と
す
る
。
だ
が
裴

が
裴
回
の
子
と
假
定
す
る
な
ら
ば
、
「
川
集
」
に
關
す
る
二
三
の
問
題
（
上
）（
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）
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裴
は
父
の
死
去
に
よ
っ
て
、
天
寶
二
年
よ
り
あ
し
か
け
三
年
（
二
十
五
ヶ
）
の
喪
に
し
た
で
あ
ろ
う
。
い
く
ら
寺
院
と
は
言
え
、
父
の
去
し
た
年
に
「
龍
寺
」
を
訪
れ
た
と
は
考
え
い
。
王
維
の
序
文
の
「
經
行
之
後
、
趺
坐
而
閑
。
升
堂
梵
筵
、
餌
客
香
。
不
	而

覽
、
不
風
而
涼
（
經
行
の
後
、
趺
坐
し
て
閑
な
り
。
堂
に
升
れ
ば
梵
筵
あ
り
、
客
に
餌
す
る
は
香
。
	た
ず
し
て

覽
し
、
風
ふ
か
ず
し
て
涼
な
り
）」
に
は
、
知
人
を
失
っ
た
悲
し
み
や
そ
の
兒
を
っ
て
參
詣
す
る
無
常
と
は
く
無
の
心
境
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
他
の
同
詠
や
裴
本
人
の
同
詠
に
も
、
悼
の
氣
分
は
く
な
い
。
傅

「
王
昌
齡
事
迹
考
略
（
）」
で
は
、
江
丞
で
あ
っ
た
王
昌
齡
は
天
寶
二
年
か
三
年
の
春
ご
ろ
に
長
安
に
い
た
が
、
ど
の
く
ら
い
滯
在
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
昌
齡
が
龍
標
尉
に
左
さ
れ
た
の
は
、
最
も
早
く
て
天
寶
二
年
か
天
寶
三
載
の
秋
で
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
以
後
數
年
の
の
秋
で
あ
る
と
見
る
。
ひ
と
ま
ず
傅
に
從
っ
て
推
測
す
る
。
「
龍
寺
」
詩
制
作
時
期
は
、
裴
の
父
の
喪
が
あ
け
て
以
、
王
昌
齡
の
龍
標
左
以
で
あ
る
か
ら
、
天
寶
四
載
～
五
載
（
七
四
五
～
七
四
六
）
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
時
に
裴
、
十
代
ば
か
ら
後
の
少
年
で
あ
る
。

の
、
「
龍
寺
」
裴
同
詠
に
お
い
て
、
佛
思
想
に
根
ざ
し
た
容
が
な
せ
詠
わ
れ
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
も
こ
こ
で
氷
解
す
る
。
制
作
時
の
年
齡
を
考
慮
す
れ
ば
、
佛

理
に
對
す
る
理
解
が
ま
だ
淺
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
に
「
崔
處
士
興
宗
林
亭
」
詩
同
詠
の
制
作
時
期
。
陳
鐵
民
『
王
維
集
校

（
 ）』
で
は
、
天
寶
八
、
九
載
（
七
四
九
～
七
五
〇
）
ご
ろ
と
考
證
す
る
。
『
後
!書
』
袁
"傳
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
し
い
對
格
の
#句
を
も
の
し
て
お
り
、
王
維
の
$倣
も
無
い
こ
と
か
ら
、
「
龍
寺
」
詩
以
後
の
作
と
す
る
の
が
穩
當
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
裴
の
「
龍
寺
」
詩
同
詠
お
よ
び
「
崔
處
士
興
宗
林
亭
」
同
詠
は
、
「
%川
集
」
同
詠
の
作
詩
水
準
を
明
ら
か
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
は
さ
き
ほ
ど
確
&し
た
'り
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
「
%川
集
」
を
、
「
龍
寺
」
詩
や
「
崔
處
士
興
宗
林
亭
」
詩
以
後
の
作
品
と
す
る
の
は
、
甚
だ
不
自
然
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
裴
が
「
%川
集
」
同
詠
を
制
作
し
た
の
は
、
十
代

か
ら
ば
ご
ろ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
作
品
に
(
)
*想
像
力
が
乏
し
く
、
稚
拙
で
、
王
維
の
$倣
に
+止
し
て
い
る
の
も
當
然
で
あ
ろ
う
。
裴
は
王
維
の
文
學
を
$倣
し
な
が
ら
詩
作
に
,
-し
て
い
た
、
一
方
の
王
維
は
裴
に
對
し
て
深
い
愛
.を
い
だ
。
裴
が
王
維
の
友
人
裴
回
の
子
で
あ
る
な
ら
ば
、
王
維
は
當
然
そ
の
子
を
應
/し
た
で
あ
ろ
う
し
、
裴
回
0き
後
は
、
裴
を
立
1に
2人
さ
せ
、
科
3に
登
第
さ
せ
よ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
「
山
中
與
裴
秀
才
書
」
で
は
「
天
機
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
30
明
」
と
襃
め
上
げ
、
科
に
失
敗
し
た
の
か
不
滿
げ
な
裴
に
は
、
「
酒
與
君
君
自
…
…
不
如
高
臥
且
加
餐
」
（
「
酒
與
裴
」
）
と

ま
す
。
そ
し
て
、
	く
離
れ
た
裴
に
は
「
日
日
泉
水
頭
、
常

同
携
手
…
…
復
歎
分
襟
、
相
憶
今
如
此
、
相
思
深
不
深
」
（
「
裴
」
）
と
、

憶
と
感
傷
を
め
つ
つ
馳
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
維
は
、
あ
る
時
期
確
か
に
裴
と
川
の
景
を
り
、
詩
を
賦
し
、
語
り
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
川
集
」
に
登
場
す
る
人
物
と
い
え
ば
、
目
に
見
え
ぬ
「
來
（
未
來
の
川
の
有
）」
（
「
孟

」
）
や
「
人
語
（
こ
だ
ま
）」
（
鹿
柴
）
で
あ
り
、
點
景
人
物
の
「
應
門
（
門
番
）」
（
宮
槐
陌
）
や
「
夫
君
（
友
人
）」
（
欹
湖
）
で
あ
る
。
詩
中
の
作
と
交
流
す
る
の
は
、
聲
を
發
し
な
い
「
上
客
（
立
な
客
）」
（
臨
湖
亭
）
ぐ
ら
い
の
も
の
。
と
も
に

す
る
裴
は
ど
こ
に
も
現
わ
れ
な
い
の
だ
。
「
辛
夷
塢
」
に
「
寂
無
人
（
寂
と
し
て
人
無
し
）」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
辛
夷
塢
」
の
み
な
ら
ず
、
「
川
集
」
體
を

じ
て
言
え
る
こ
と
で
、
人
の
氣
配
が
無
い
に
等
し
い
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
こ
り
う
る
の
か
。
そ
れ
は
、
王
維
が
「
川
集
」
に
お
い
て
「
川
を
現
實
か
ら

さ
れ
た
幻
想
な
世
界
と
し
て


（
 ）」
し
よ
う
と
し
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
も
っ
と
現
實
な
話
と
し
て
、
當
時
の
裴
は
!
"の
ご
と
く
十
代
!
#か
ら
#ば
の
少
年
で
あ
っ
て
、
王
維
と
二
十
$以
上
の
年
齡
差
が
あ
っ
た
。
王
維
か
ら
み
れ
ば
、
子
供
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
二
人
に
詩
人
同
士
の
交
流
が
果
た
し
て
%り
立
っ
た
か
ど
う
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
王
詩
に
お
い
て
兩
の
交
に
筆
が
&ば
な
い
の
も
、
尤
も
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
王
維
の
「
山
中
與
裴
秀
才
書
（
山
中
よ
り
裴
秀
才
に
與
ふ
る
の
書
）」
の
一
'に
こ
う
あ
る
。
足
下
方
(經
、
猥
不
敢
相
煩
。
輒
便
)山
中
憩
感
配
寺
、
與
山
*
+訖
而
去
。
北
,玄
-、

.映
郭
、
夜
登
/子
岡
、
水
淪
漣
。
與
.上
下
、
0山
	火
、
明
滅
林
外
。
深
巷
0犬
、
吠
聲
如
豹
、
春
墟
夜
舂
、
復
與
踈
鍾
相
1。
此
時
獨
坐
、
童
僕
靜
默
。
多
思
曩
昔
、
携
手
賦
詩
、
2仄
逕
、
臨
流
也
（
3）。
（
足
下
方 ま
さ
に
經
を
(
な
ら
へ
ば
、
猥
り
に
敢
へ
て
相
ひ
煩
ら
わ
さ
ず
。
輒
便
す
な
は
ち
山
中
に
)き
て
感
配
寺
に
憩
ひ
、
山
*と
+
く
ら
ひ
訖
は
り
て
去
る
。
北
の
か
た
玄
-を
,れ
ば
、

.
郭
に
映
じ
、
夜
/子
岡
に
登
れ
ば
、

水
は
淪
漣
た
り
。
.と
與
に
上
下
す
れ
ば
、
0山
の
	火
は
、
林
外
に
明
滅
す
。
深
巷
の
0犬
、
吠
聲
豹
の
ご
と
く
、
春
墟
の
夜
舂
、
復
た
踈
鍾
と
相
ひ
1
ま
じ
る
。
此
の
時
獨
坐
す
る
に
、
童
僕
は
靜
默
す
。
多
く
思
ふ
は
曩 む
か
昔 し
、
手
を
携
え
て
詩
を
賦
し
、
仄
逕
を
2み
、
流
に
臨
み
し
こ
と
な
り
。）
「
足
下
方
(經
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
時
、
予
備
試
驗
の
4試
に
合
「
川
集
」
に
關
す
る
二
三
の
問
題
（
上
）（
5田
）
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格
し
て
「
秀
才
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
裴
は
、
科
の
本
試
驗
を
目
指
し
て
經
書
の

中
な
の
で
あ
ろ
う
。
「
仄
逕
」
は
ら
く
宮
槐
陌
、
ち
欹
湖
に
向
う
で
あ
ろ
う
。「
	
川
集
」
で
は
「
仄
逕
宮
槐
陌
…
…
」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。「
明
滅
林
外
」
は
「
	川
集
」
北

の
「
明
滅
林
端
」
を
想
さ
せ
る
。
そ
し
て
「
多
思
曩
昔
、
携
手
賦
詩
、
仄
逕
、
臨
流
也
」
と
あ
り
、
か
つ
て
	川
の

を
樂
し
み
、
共
に
詩
を
詠
じ
あ
っ
た
こ
と
を
王
維
が
し
み
じ
み
と
憶
し
、
ま
た
裴
に
も
思
い
出
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
與
え
る
。
こ
の
表
現
か
ら
、
「
	川
集
」
立
は
、
こ
の
「
山
中
與
裴
秀
才
書
」
立
以
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。「
曩
昔
」
が
ど
れ
ほ
ど
以
を
言
う
の
か
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
「
多
思
」
と
あ
る
の
で
、
少
し
以
の
こ
と
で
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

の
裴
同
詠
の
水
準
比
較
と
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
に
、
「
	川
集
」
は
裴
の
試
合
格
以
、
お
そ
ら
く
は
十
代
ば
ご
ろ
と
み
る
の
が
穩
當
な
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
ら
に
、
裴
同
詠
は
、
王
維
の
指
の
も
と
で
作
ら
れ
た
「
作
（
エ
チ
ュ
ー
ド
）」
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
で
は
な
ぜ
王
維
は
そ
の
作
二
十
首
を
、
同
詠
と
し
て
「
	川
集
」
の
中
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
維
が
裴
詩
の
水
準
を
識
で
き
な
い
は
ず
は
な
い
。
裴
の
年
齡
や
科
受
驗
と
い
う
當
時
の
況
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
疑
問
は
解
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
王
維
は

年
の
裴
の
詩
名
聲
を
高
め
、
ゆ
く
ゆ
く
は
科
に
合
格
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
言
句
と
い
う
形
式
を
用
い
た
の
も
特
に
意
味
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
冊
府
元
龜
』
に
「
王
維
有
俊
才
、
尤
工
五
言
詩
。
獨
於
當
時
、
染
翰
之
後
、
人
皆
諷
誦
（
王
維
俊
才
有
り
て
、
尤
も
五
言
詩
に
工
な
り
。
當
時
に
獨
し
、
染
翰
の
後
、
人
皆
な
諷
誦
す
）。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
當
時
、
王
維
の
五
言
詩
は
と
り
わ
け
價
が
高
く
、
詩
を
作
れ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
人
々
の
口
の
端
に
上
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
無
名
の
詩
人
を
江
湖
へ
紹
介
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
自
ら
も
得
意
と
し
、
 會
聲
價
の
高
い
形
式
を
用
い
る
の
は
當
然
で
あ
ろ
う
。
「
	川
集
」
に
無
名
詩
人
裴
の
同
詠
を
入
れ
た
こ
と
は
、
裴
を
引
き
立
て
よ
う
と
す
る
、
王
維
の
!體
行
爲
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
科
受
驗
と
も
な
れ
ば
、
事
に
そ
の
詩
名
聲
を
高
め
て
お
く
こ
と
は
、
有
效
な
手
段
で
あ
っ
た
ろ
う
。
王
維
集
に
收
載
さ
れ
る
書
き
の
「
"秦
始
皇
#」
「
題
友
人
雲
母
障
子
」
の
二
作
品
は
、
宋
本
に
見
え
る
原
$か
ら
王
維
十
五
%の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
王
維
は
自
ら
の
受
驗
經
驗
に
基
づ
き
、
十
代
ば
の
裴
の
作
品
を
&
路
の
人
々
に
紹
介
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
王
維
は
裴
が
自
作
を
'
倣
す
る
こ
と
を
め
、
一
方
、
裴
は
王
維
の
詩
を
な
ぞ
る
こ
と
で
世
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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に
出
よ
う
と
し
て
の
で
あ
ろ
う
。
傳
統
を
重
ん
じ
る
中
國
で
は
、
亞
流
た
る
こ
と
は
必
ず
し
も
非
價
値
を
意
味
し
な
い
。
ま
し
て
、
す
で
に
詩
名
の
高
か
っ
た
王
維
の
亞
流
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
充
分
に
賞
贊
の
對
象
と
な
り
得
た
は
ず
で
あ
る
。
後
代
、
同
詠
を

し
た
劉
須
溪
も
、
裴
の
年
齡
を
知
れ
ば
、
必
ず
や
贊
し
た
に
い
な
い
。
七
、
結
語
な
ぜ
、
「
川
集
」
裴
同
詠
は
、
王
詩
の
極
度
な
倣
に
	始
し
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
稚
拙
な
詩
を
王
維
は
「
川
集
」
に
入
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
同
詠
が
裴
の

年
に
王
維
の
指
の
下
で
作
ら
れ
た
作
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
作
品
の
稚
拙
さ
は
、
そ
の
制
作
時
期
の
年
齡
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
文
學
水
準
を
も
っ
て
詩
人
裴
を
價
す
べ
き
で
は
な
い
。
王
維
が
裴
の
將
來
を
考
え
、
會
・
文
學
に
庇
し
て
い
た
こ
と
は
、
殆
ど
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
自
詠
と
裴
同
詠
を
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
「
序
」
ま
で
つ
け
て
「
川
集
」
と
い
う
體
裁
に
し
た
の
は
、
裴
の
詩
名
を
高
め
よ
う
と
意
圖
し
た
か
ら
で
あ
る
と
斷
さ
れ
よ
う
。
「
川
集
」
の
立
は
そ
の
體
行
爲
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
當
で
あ
ろ
う
。
王
維
も

年
の
頃
、
貴
顯
の
引
き
立
て
に
よ
っ
て
長
安
で
の
名
聲
を
し
た
。
ら
く
王
維
は
、

き
裴
に
か
つ
て
の
自
分
の
を
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
王
維
の
願
い
が
當
時
ど
れ
だ
け

さ
れ
た
か
は
、
や
や
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
事
實
と
し
て
、
こ
の
川
同
詠
に
よ
っ
て
こ
そ
、
裴
は
文
學
史
に
名
を
留
め
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
そ
の
點
で
は
、
王
維
の
願
い
は
充
分
叶
え
ら
れ
た
の
だ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
八
、

本
稿
で
は
王
維
の
詩
お
よ
び
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
詩
人
の
同
詠
に
つ
い
て
、
靜
嘉
堂
宋
本
『
王
右
丞
文
集
』
を
底
本
と
し
、
宜
本
と
校
勘
し
た
。

（
１
）
『
王
維
究
』
創
文
、
一
九
八
一
年
（
２
）
「
獨
」
と
い
う
詩
語
に
つ
い
て
は
、
王
維
が
好
ん
で
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
う
。
王
維
の
詩
友
・
儲
光
羲
の
詩
に
も
「
貽
閻
處
士
居
	南
」
の
「
此
時
方
獨


」
を
含
む
四
例
が
あ
る
。
（
３
）
元
本
外
・
趙
殿
本
外
・
『
 
!詩
』
等
に
收
載
さ
れ
る
「
山
行
」
詩
（『
 
!詩
』
で
は
「
闕
題
二
首
」
其
二
）
に
、
こ
の
王
・
裴
の
句
と
"似
す
る
「
空
#濕
人
衣
」
が
見
え
る
。
（
４
）
師
長
泰
$
『
王
維
究
』
第
二
輯
（
中
國
・
三
秦
出
版
、
一
九
九
六
年
）
%收
「
川
集
」
に
關
す
る
二
三
の
問
題
（
上
）（
&田
）
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（
５
）
拙
論
「
安
禪
制
毒
龍
」
考
王
維
の
佛
詩
に
お
け
る
實
踐
性
に
つ
い
て
（
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
集
、
中
國
詩
文
究
會
、
一
九
九
一
年
）
參
照
。
（
６
）
拙
論
「
王
維
に
お
け
る
維
詰
生
活
官
隱
の
思
想
を
中
心
に
（（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
七
集
、
中
國
詩
文
究
會
、
一
九
八
八
年
）
參
照
。
（
７
）
陳
鐵
民
氏
は
『
王
維
集
校
』
（
中
書
局
、
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
「
偶
然
作
」
を
開
元
十
五
年
頃
の
作
と
す
る
。
そ
の
檢
討
は
今
措
く
と
し
て
も
、
同
じ
其
三
の
詩
中
に
「
小
妹
日
	長
、
兄
弟
未
有
娶
（
小
妹
日
び
に
	長
し
、
兄
弟
未
だ
娶
る
有
ら
ず
）
」
と
あ
る
の
で
、
王
維

年
の
作
と
し
て
問
題
な
か
ろ
う
。
（
８
）
靜
嘉
堂
本
で
は
「
空
中
」
に
作
り
、「
一
本
作
」
と
す
る
。
蜀
刻
本
で
は
「
窓
中
」
に
作
る
。
こ
の
部
分
が
袁
傳
を
ふ
ま
え
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
空
中
」
で
は
な
く
「
窓
中
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。
（
９
）
香
・
有
圖
書
公
司
、
一
九
七
一
年
（
10）
臺
灣
・
文
史
哲
出
版
、
一
九
八
八
年
（
11）
（
１
）

の
入
谷
仙
介
『
王
維
究
』
四
五
五
ペ
ー
ジ
・
伊

正
文
『
審
美
詩
人
王
維
』（
集

、
一
九
八
三
年
）
八
六
ペ
ー
ジ
。
（
12）
傅

『
代
詩
人
叢
考
』（
中
書
局
、
一
九
六
六
年
）
收
。
（
13）
（
７
）

書
。
（
14）
（
１
）

書
。
（
15）
靜
嘉
堂
宋
本
で
は
、「
足
下
方
經
」
の
經
を
「
維
」
に
、「
北

玄
」
の
北
を
「
比
（
こ
の
ご
ろ
）
」
に
、
「
復
與
踈
鍾
相
」
の
を
「
聞
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
靜
嘉
堂
宋
本
の
こ
の
三
字
は
、
刻
の
可
能
性
が
高
い
。
・
記
・
筆
は
、
深
大
學
中
國
文
 與
傳
播
系
か
ら
指
名
の
執
筆
依
!
を
受
け
、
《
文
 與
傳
播
》
第
一
輯
（
上
"文
 出
版
、
一
九
九
三
年
）
に
小
論
「
「
#川
集
」
集
	之
探
析
」
を
發
表
し
た
。
そ
の
論
文
で
は
、
王
維
が
自
詠
と
裴
$同
詠
を
組
み
合
わ
せ
て
「
#川
集
」
と
い
う
體
裁
に
し
た
の
は
、
年
少
の
裴
$の
科
學
受
驗
を
%野
に
入
れ
つ
つ
、
裴
$の
詩
名
を
高
め
よ
う
と
い
う
意
圖
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
結
論
づ
け
た
。
本
論
で
は
、
こ
の
「
「
#川
集
」
集
	之
探
析
」
を
基
に
し
て
、
別
な
材
料
に
よ
る
補
&と
新
知
見
を
加
え
た
。
#川
集
制
作
時
の
裴
$
の
年
齡
に
つ
い
て
は

干
修
正
し
た
。
十
數
年
'に
は
「
試
論
」
の
心
算
で
執
筆
し
た
が
、
現
在
に
至
つ
て
も
、
當
初
の
考
え
と
そ
の
方
向
性
に
於
て
(く
變
わ
っ
て
い
な
い
。
稚
拙
で
は
あ
る
が
、
古
い
「
詩
論
」
の
方
も
)せ
て
ご
覽
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
《
文
 與
傳
播
》
第
一
輯
の
目
*は
、
h
ttp
:/
/
w
x
y
.szu
.ed
u
.cn
/
reru
lt-
B
1.h
tm
（
深
大
學
文
學
院
學
+
	果
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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